


川崎合同法律事務所のルネサス法律相談

連絡先：電話０４４－２１１－０１２１ 藤田 温久弁護士、川岸 卓哉弁護士

メール kawagishi@kawagou.org

相談は無料です。困ったら、一人で悩まずに、まずは相談を

ルネサスは、法を守りなさい！

ルネサスエレクトロニクスは、設計開発部門の組織再編によって、本社と子会社３社のうち約８００

人を対象に募っていた早期退職制度に３６１人が応募したと発表しました。

８回の退職強要の面談が行なわれる
今回の早期退職募集と６０００人の広域配転にともなう個人面談で、ルネサスは、またしても犯罪・

退職強要を犯しています。

職場から、「８回にもおよぶ面談を強要されて困っている」など

の相談が電機・情報ユニオンに次々と寄せられ、退職強要の実態が

明らかになってきました。

ルネサスは昨年に行った早期退職募集で、事前に管理職６８６０

人のうち１２９８人を総合職などに降格させ、その降格者に対して

１０回の退職強要の面談を行い、神奈川労働局から指導を受けました。

今回も昨年同様に、管理職を大量に降格させる汚い手法を使って

多数回の面談を行ないました。また、組合員に対しても、面談回数の制限が労使間で決められていない

ことに乗じて多数回の面談を行っています。

面談を強要する事業部長らの上位上司は、「残っても、あなたがやる業務はない」「今後、何をして

も永遠に低評価である。退職勧奨は、ずっと続ける」「この事業所には残れない。高崎に行ってもらう」

「工場の交代制勤務についてもらう」など、働く者の誇りや尊厳、人権を踏みにじる暴言・脅迫を繰り

返し、早期退職を執拗に迫りました。

電機・情報ユニオンに加入相次ぐ

相談者の中には「降格させ、低評価を恣意的につけるなど、会社のやり方は許せない」「生活のため

に、辞めるわけにはいかない」「高崎に異動できない。育児・介護休業法を会社に守らせたい」と、電

機・情報ユニオンに加入して、退職強要や異動強要をはね返すたたかいに立ち上がっています。また、

家族の方々も「会社の発展のために頑張ってきたのに、低評価を押しつけて、退職させるなんて、とん

でもない会社だ」と、憤りを話されています。

９月１１日、ルネサスと団体交渉を行います

電機・情報ユニオンは９月１１日（木）、ルネサスエレクトロニクスと

団体交渉を行います。

現行の法律と労働組合の力を合わせれば、ルネサスで安心して働き続け

ることは可能です。広域配転や退職強要などで困ったら、まずは、相談を

お寄せください。力を合わせて、解決していきましょう。

繰り返す退職強要にレッドカードを


